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一

　　　小 ・ …

嶺＃

磯 享

士 き

口 ち

ラ

バ

ウ
ル

開
拓
の

先
覚
者

〔
｝
八

六
六

年
−
一

九
三

四

年）

一
、

小
嶺
磯
吉
の

生
涯

　
小
嶺
磯
吉
は
一

八
六

六
年
（
慶
応
二
）

に

肥
前
島
原
の

堂
崎
（

現
在
の

長
崎
県
南
高
来

郡
有
家
町

堂
崎
池

田
）

で

生
ま

れ

た
。

一

六

歳
の

時
に

小
嶺
は

志
を

抱
い

て

韓
国
に

わ

た

り
仁
川
の

海
軍
御
用
達
福
島
屋
に

奉
公
し

た

が、

そ

の

後
、

南
方
へ

の

発
展
を

思
い

立

ち

オ

ー

ス

ト

ラ

リ

ア

に

渡
航
し

、

木
曜
島
で

真

珠
業
に

従
事
す

る

か

た

わ

ら
ニ

ュ

ー

ギ
ニ

ア

西
部
と

南
部
を

探
検
し、
　一

時
帰
国
し

た
。

再
び
ニ

ュ

ー

ギ
ニ

ア

（

イ

ギ
リ
ス

領
）

に

渡

り
澱
粉
製
造
の

日

豪
貿
易
会
社
の

設
立
を

企

て

た

が、

失
敗
し

て

帰
国
し

た
。

　
し

か
し

、

陸
軍
の

大
御
所
で

あ

る

川

上

操

六
大
将
か

ら

「

南
洋
に

は

未
だ

領
土
の

確
定

せ

ぬ

島
も

あ

ろ

う
。

行
っ

て

こ

れ

を

樹
て

た

ま

え
」

と

円

章
旗
を
渡
さ

れ
て

、

明
治
三

四

（

一

九
〇
】
）

年
に

再
び

渡
航
し
、

サ

ブ

ラ

ロ

写
、

パ

プ

ア
ロ

万

の

二
佳
又

の

ス

ク

ー

ナ

ー

（
各

一

〇
ト

ン
）

で

ニ

ュ

ー

ギ
ニ

ア

の

ド

イ

ツ

領

（

北
部
と

東

部
）

を

探
検
し

た

が

初
期
の

目

的
は

達
成
で

き

な

か
っ

た
。

　

当
時
は

ド

イ

ッ

が

太

平
洋
方
面
へ

の

植
民

を
開
始
し

て

間
も

な

い

時
期
で

あ

り
、

小
嶺

は

ヘ

ル

バ

ー

ツ

ホ

ー

へ

（

現
在
の

コ

コ

ポ
）

に

本
拠
を

置
く
ド

イ

ツ

総
督
ド

ク

タ

ー

・
パ

ー

ル

に

委
託
さ
れ

て、

現
地
民
の

鎮
圧
と

討
伐

任
務
を

引
き
受
け

た
。

　

し

か

し
、

明
治
三

七
年
（

一

九
〇
四
）

年

に
［

冂

露
戦
争
が

勃
発

す
る

と、

ド

イ

ツ

人
の

対
日

感
情
が

悪
化
し

た

た

め
、

小
嶺
は

職
を

辞
し

て

ア

ド

ミ

ラ

ル

テ

ィ

ー

諸
島
の

マ

ヌ

ス

島
に

瓦
○
○
町
歩
の

土
地
を
租
借
し

、

椰
子

栽
培
事
業
を

始
め

る

と

と

も
に

ラ
バ

ウ

ル

に

小
嶺
造
船
所
を

建
設
し

た
。

　

小
嶺
は

ラ
バ

ウ

ル

を

中
心
と

し

た

日

本
人

の

発

展
を

画
策
し、

明
治
四

五
（

一

九
「

二
）

年
に

は

神
戸
に

ド

イ

ツ

・

ニ

ュ

ー

ギ

ニ

ア

小

嶺
商
会
を
設
立
し、

造
船
移
民
の

募
集
や

日

用
品
の

輸
入
を

は

か

り
、

同
年
五

月
か

ら

翌

年
【

九

＝
二

年
四

月
ま

で

に

約
｝

五
〇
人
の

移
民
を

迎
え

た
。

　
小
嶺
は

海
軍
の

E
村
彦
之
丞

大

将
、

財
界

で

は

松
方
幸
次
郎

、

辻
新
次
郎

、

大
倉
喜
八

郎
な

ど

の

援
助
を

受
け

、

今
後
の

投
資
や

発

展
を

目
指
し

て
一

九
一

四

年
に

は

辻
太
郎
一

行
の

視
察
団
を
ニ

ュ

ー

ギ
ニ

ア

に

迎

え

た
。

し

か

し
、

視
察
団
が

帰
国
し

た

八
月
に

は

第

］

次
世
界
大
戦
が

勃
発
し

開
発
計
画
は

挫
折

し

て

し

ま
っ

た
c

　
小
嶺
は

第
一

次
世
界
大
戦
中
は

オ

ー

ス

ト

ラ

リ
ア

官
憲
に

協
力
し
、

後
述
す
る

功
績
を

上
げ
た

。

こ

の

た

め

に
、

大
戦
後
に

オ

ー

ス

ト

ラ

リ

ア

は

日

本
移
民
に

関
し

て

厳
し

い

制

限
を

加
え

た

が
、

小
嶺
に
つ

い

て

は

小
嶺
の

会
社
が

従
来
雇
用
し

て

い

た

六
〇
名
を

限
度

と
し

て

移
民
を

認

め

る

な

ど

の

便
宜
を
与
え

て
い

た
。

小
嶺
は

そ

の
一

方
で

、

椰
子
の

栽

培
計
画
を

立
て

五
〇
〇
町
歩
を

租
借
し、
　一

九
二
一

年
ま
で

に
一

〇
〇
〇
町
歩
に

椰
子
を

植
え

付
け

た

ほ

か
、

造
船
業
・

水
産
業
等
事

業
を
拡
大
し

た．、

　
し
か

し、

大
戦
後
の

世
界
的
不
況
に

見
舞

わ

れ
、

さ

ら

に

事
業
半
ば

の

昭
和
九
（

一

九

三

四
）

年
「

○
月
三

日

に

食
中
毒
を
起
こ

し

て

死
亡
し

て

し

ま
っ

た
．

葬
儀
に

は

多
数
の

参
列
者
が

参
列
し

盛
大
に

行
わ

れ、

棺
は

日

豪
の

国
旗
で

覆
わ

れ

て

い

た

と

い

う
。

古

子

年

六
九
歳
で

あ
っ

た
。

　
ま

た
、

遺
骨
は

蝶
子
夫
人
に

よ

り
日

本
に

持
ち

帰
ら

れ

た

が
、

ラ

バ

ウ
ル

在
住
の

日

本

人
お

よ

び
現
地
妻
の

強
い

懇
願
に

よ

り
、

分

骨
が

翌
昭
和
【

○
年
七
月
一

五

日

に

横
浜
を

出
港
し

た

南
洋
貿
易
会
社
の

定
期
船
「

平
栄

丸
」

船
長
菊
地
清
雄
に

よ

っ

て

ラ
バ

ウ

ル

に

届

け
ら

れ

た

と
い

う
。

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

鵬

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

四

二
、

第
【

次
世
界
大
戦
と

小
嶺
　

　
　

　
馳

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

珊

　
第
一

次
世
界
大
戦
が

勃
発
し

た
一

九
一

轟

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

エ

年
は

、

五

〇
年
ぶ

り
の

旱
魃
か

ら
原
住
民
轟

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

エ

餓
死
す
る

ほ

ど

で
、

ド

イ

ツ

政
庁
所
住
地

面

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

し

バ

ウ

ル

を
は

じ

め

ド

イ

ツ

領
ニ

ュ

ー

ギ
ニ

置

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

箆

は

混
乱
に

見

舞
わ

れ
治
安
が

悪
化
し
た

。

モ

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

エ

の

た

め

小
嶺
は

邦
人
と

現
地
人
か

ら
な

る
世

五

〇
〇
名
の

自
警
団
を
組
織
し

、

在
留
邦
入

や

各
国
民
の

生

命
財
産
の

保
護
に

努
め

て

い

た
。

大
戦
が

勃
発
す
る

と

ド

イ

ッ

官
憲
に

小

嶺
造
船
所
は

接
収
さ

れ

た．．

　
し

か

し、

小
嶺
の

そ

れ

ま
で

の

総
督
と

の

関
係
か

ら

接
収
が

解
除
さ

れ

平
常
通

り
の

活

動
が

認
め

ら

れ
た

が
、

そ

の
一

カ

月
後
の

九

月

＝
二

日

に

は

オ

ー

ス

ト

ラ

リ

ァ

軍
が

上

陸

し、

ラ
バ

ウ

ル

は

オ

ー

ス

ト

ラ

リ
ア

軍
の

軍

政
下
に

置
か

れ

て

し
ま
っ

た
。

し

か

し
、

た

ま

た

ま

オ

ー

ス

ト

ラ

リ

ア

軍
の

中
に

は

五

年

前
ま

で

小
嶺
と

と
も
に

船
長
を

し
て

い

た
ジ

ャ

ソ

ク

ソ

ン

予
備
役
少
佐
が
い

た

た

め
、

小
嶺
は

オ

ー

ス

ト

ラ

リ

ア

軍
に

協
力
す
る

こ

と

と

な

り
、

通
信
所
の

建
設
工

事
な

ど

各
種
の

工

事

を

依
頼
さ

れ

た
。

　
一

方
、

オ

ー

ス

ト

ラ

リ

ア

軍
が

警
備
上
で

特
に

問
題
と

し
た

の

が

ド

イ

ノ

砲
艦
コ

メ

ッ

ト

号
（

二

五

〇
ト

ン

）

の

存
在
で

あ
っ

た
。

小
嶺
は
一

〇
月
四

日

に

コ

メ

ッ

ト

号
が

ど

こ

に

秘
ん

で

い

る

か

と

ジ

ャ

ッ

ク

ソ

ン

少
佐
に

聞
か

れ

る

と
、

コ

メ

ッ

ト

号
が

隠
れ

得
る

港

は

ニ

ュ

ー

ギ

ニ

ア

で

は
ル

ル

港
し

か

な

い

と

回
答
し

、

小
嶺
は

直
ち
に

ジ

ャ

ッ

ク

ソ

ン

少
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1 一

佐
の

小
蒸
気
船
ニ

ュ

サ
ロ

巧

に

乗
っ

て

ル

ル

に

向
か
n．

た
。

　
コ

メ

ッ

ト

号
を
ニ

ュ

…

ブ

リ

テ

ン

島
北
西

に

あ
る

タ

ラ

シ

ア

湾
で

発
見
す
る

と
、

小
嶺

は

夜
陰
を
利
用
し
て

土
民
兵
を
率
い

コ

メ

ッ

ト

号
に

向
か

い
、

「

ボ

…

ト

を

艦
側
に

漕
ぎ

着
け
た

だ
一

人
日

本
刀
一

振
り

を

小
脇
に

抱

え

て

艦
上
に

乗
り

移
っ

た
」

。

そ

し

て
、

艦

長
室
に

迫
り、

や

に

わ

に

進
入
し

て

寝
入
っ

て

い

た

艦
長
エ

ル

マ

ン

大
佐
を

説
得
し

て

捕

獲
し

、

率
い

て

来
た

土

民
兵
を
指

揮
し

て

「

自
ら

ブ
リ
ッ

ジ

に

立
ち

意
気
揚
々

と

ラ

バ

ウ

ル

に

凱
旋
し

し
た

。

　
凱
旋
後
に

小
嶺
か

ら

総
督
へ

の

贈
呈
式
が

行
わ

れ

た
が

、

総
督
は

小
嶺
の

こ

の

行
為
を

喜
び
「

小
嶺
ヲ

主
賓
ト

シ

テ

大
宴
A
云

ヲ

催
シ

日

英
万
歳

、

小
嶺
万
歳
ヲ

三

唱
シ

タ
」

と

い

う
。

そ

し

て
、

小
嶺
は

こ

の

功
績
に

よ

り

名

誉
陸
軍
大
尉
の

称
号
と

感
謝
状
を

与
え

ら

れ
、

コ

総
督
ヲ

除
ク

ホ

カ

脱

帽
ノ

敬
礼
ヲ

ナ

ス

要

ナ

シ
」

と

達
せ

ら

れ

た

と

い

う
。

　
以

上
が

小
嶺
商
会
の

「

戦


